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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第２四半期
累計期間

第39期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （百万円） 8,512 20,737

経常利益 （百万円） 471 1,089

四半期（当期）純利益 （百万円） 432 396

持分法を適用した場合の投資利益 （百万円） - -

資本金 （百万円） 3,600 3,600

発行済株式総数 （千株） 21,034 21,034

純資産額 （百万円） 19,913 19,859

総資産額 （百万円） 23,614 24,073

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 22.54 20.68

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） - -

１株当たり配当額 （円） - 15.00

自己資本比率 （％） 84.3 82.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 120 -

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 469 -

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △323 -

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（百万円） 3,524 -

 

回次
第40期

第２四半期
会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 27.58

（注）１　当社は、前期末までに中国における連結子会社の営業を終了したため、第40期第１四半期累計期間より

四半期連結財務諸表は作成しておりません。なお、前連結会計年度まで連結財務諸表を作成しておりま

すが、前第２四半期連結累計期間についての記載は省略し、第39期は提出会社個別の経営指標等を記載

しております。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、利益基準および利益剰余金基準からみて重要性の乏

しい非連結子会社であるため記載を省略しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため、記

載しておりません。
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５　第39期は連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりますが、提出会社個別のキャッシュ・フロー計

算書を作成していないため、第39期の営業活動によるキャッシュ・フロー、投資活動によるキャッ

シュ・フロー、財務活動によるキャッシュ・フロー、現金及び現金同等物の期末残高は記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。

　なお、第１四半期会計期間よりレディースインナー等販売事業の単一セグメントに変更しております。詳細は、

「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

　　①経営成績

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う需要の反動の影響は、和らぎつつあ

るものの、企業収益や個人消費の改善は、やや足踏みの傾向が見られるなど、緩やかな回復基調にて推移いた

しました。

このような経営環境のもと、当社は「女性を元気にする日本一のグループ」をめざして、美と健康の事業領域

を中心に、他社との差別化が図れる独自性のあるシャルレらしい「もの」や、喜びや感動を与える「こと」の

提供を追求してまいりました。また、生涯を通じていきいきと輝いている「ひと」をサポートするため、女性

たちに活躍の機会を提供し、地域を活性化することによって、豊かな社会の実現をめざしてまいりました。

レディースインナー等販売事業は、販売組織の再活性化に積極的に取り組みました。また「美と健康のシャ

ルレ」として、健康関連分野の商品や化粧品等、機能性に優れ、独自性のある商品の開発・提供をより一層強

化するとともに、次世代を担うビジネスメンバーの育成や、新たなターゲット層への商品開発等にも積極的に

取り組んでまいりました。

商品面におきましては、５月に定番ファンデーションとインナーの「ドゥヴァンナシリーズ」に、定番色の

カラーを追加発売し、繊維系商品のアイテムの拡充を図りました。９月には、アウターブランド「シャルレド

レッセ」よりカットソーやパンツを発売し、新鮮味のある柄や上質な素材感が高評価を得て、売上が順調に推

移いたしました。

　化粧品類につきましては、30代から40代の新たなお客様に向けた商品として、４月に親子で使用が可能な日や

け止め乳液「マイルドＵＶミルク」を発売いたしました。低刺激で肌に優しい設計であり、肌が敏感な方への紫

外線対策として高評価を得ました。また、９月にはエタリテブランド最高峰のエイジングケアライン「エタリ

テ　オーラマージュ」より、新たなご愛用者の獲得を図ると共に、既存のお客様のリピート購入にもつなげるこ

とを目的にローション、エッセンス、クリームの限定セットを発売いたしました。

さらに、繊維系商品や化粧品類に次ぐ新たな商材として、５月より健康食品類を発売いたしました。当社オ

リジナルの健康食品「n s（エヌエス）」は、女性の健康サポートをコンセプトに、自然（ナチュラル）と科学

（サイエンス）が融合した健康食品の新ブランドです。その第一弾として発売いたしました「エナジン　

ウォーマー」は、機能性成分として十数種類ものフラボノイド類を含む黒ショウガや発酵黒タマネギ等を用い

ており、2014年モンド・セレクションに出品し、ダイエット・健康製品部門で金賞を受賞いたしました。ま

た、より多くのお客様に「エナジン　ウォーマー」をお試しいただく取り組みとして、９月からの期間限定で

トライアルパックをセットしたキャンペーン商品を発売したところ、計画を上回る売上となりました。
営業施策面におきましては、４月に全代理店を対象とした「第31回シャルレ代理店セミナー」を開催し、中

期経営方針や各種施策の共有化を図るとともに、代理店との一体感を醸成し、活動意欲の向上に繋げました。

７月には、「シャルレ台湾特別セミナー2014」を開催し、多くのビジネスメンバーが集い、前期のコンテスト

入賞者を称えあうことで、次のコンテストに向けてのモチベーションをより一層高めることができました。９

月からは、ビジネスメンバーを対象とした「チャレンジコンテスト2014」をスタートし、仕入実績に応じた

ボーナス支給等により、販売活動の意欲向上に繋げてまいりました。また、組織販売を強化するための策とし

て、新たなボーナス制度の導入や、営業支援・教育体制の整備などにも積極的に取り組んでまいりました。

９月には、大阪心斎橋に直営店「シャルレ・ザ・ストア」をオープンいたしました。直営店では、当社商品

の試着や美と健康に関する情報発信やサービスの提供を行い、多くの女性に当社ブランドを認知していただ

き、女性の「美しく健康でありたい」という願いをサポートすることを目的としております。

以上の結果、当第２四半期会計期間の売上高は前年実績を上回ったものの、第１四半期までの消費税率引き

上げに伴う駆け込み需要による反動が大きかったことから、当第２四半期累計期間における売上高は85億12百

万円（前年同四半期比10.6%減）となりましたが、販管費や在庫評価損が減少したことにより、営業利益は4億

24百万円（前年同四半期比34.5%増）となりました。また、経常利益は4億71百万円（前年同四半期比42.1%

増）、四半期純利益は4億32百万円（前年同四半期は純損失77百万円）となりました。

なお、当社は前第２四半期連結累計期間では四半期連結財務諸表を作成しておりましたが、前連結会計年度

において連結子会社「香羅奈（上海）国際貿易有限公司」の営業を終了したため、当事業年度より連結財務諸
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表非作成会社となりました。したがいまして、第１四半期累計期間より四半期財務諸表を作成しているため、

前年同期間との比較は参考数値であります。

　　②資産、負債および純資産の状況

　総資産は、投資有価証券の減少9億89百万円等により、前事業年度末に比べ4億59百万円減少して236億14百万

円となりました。

　負債は、買掛金の増加3億42百万円、未払金の減少5億94百万円等により、前事業年度末に比べ5億13百万円減

少して37億円となりました。

　純資産は、四半期純利益4億32百万円、利益配当金2億87百万円等により、前事業年度末に比べ54百万円増加

し、199億13百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は、前事業年度末の82.5％から84.3％に上昇しました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、35億24百万円となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動によるキャッシュ・フローは、1億20百万円の収入となりました。主な要因は、税引前四半期純利益4

億64百万円、仕入債務の増加3億42百万円、未払金の減少6億11百万円であります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フローは、4億69百万円の収入となりました。主な要因は、定期預金の減少2億

円、有価証券及び投資有価証券の売却・償還による収入5億23百万円であります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フローは、3億23百万円の支出となりました。主な要因は、配当金の支払額2億87

百万円であります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社の対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、16百万円であります。なお、当第２四半期累計期間

において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

株式会社　シャルレ(E02727)

四半期報告書

 5/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 84,000,000

計 84,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,034,950 21,034,950
東京証券取引所

市場第二部

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は

100株であります。

計 21,034,950 21,034,950 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（千株）

発行済株式
総数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 21,034 － 3,600 － 4,897
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈲Ｇ＆Ｌ 兵庫県西宮市鷲林寺南町６番６号 3,802 18.08

㈱シャルレ 神戸市中央区港島中町七丁目７番１号 1,869 8.89

㈲Ｌａｍ’ｓ 兵庫県西宮市高座町１３番６号 1,581 7.52

林　雅晴 兵庫県西宮市 1,508 7.17

林　宏子 兵庫県西宮市 1,037 4.93

林　勝哉 兵庫県芦屋市 957 4.55

瀬崎　五葉 東京都渋谷区 954 4.54

林　達哉 兵庫県西宮市 954 4.54

林　達三 神戸市垂水区 556 2.64

林　直樹 神戸市西区 350 1.66

計 － 13,572 64.52

（注）　㈱シャルレ（自己株式）は、会社法第308条第２項の規定により、議決権を有しておりません。なお、当該自己

株式のうち、1,316千株は今後の事業展開に備えて機動的な財務運営を行うことを目的に保有しているものであ

り、553千株はストックオプションの終了にともなう株式譲渡請求権の失効および単元未満株式の買取りにより保

有しているものであります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

1,869,300

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

19,155,600

 

191,556
－

単元未満株式
普通株式

10,050

 

－
－

発行済株式総数 21,034,950 － －

総株主の議決権 － 191,556 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義失念株式100株が含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式にかかる議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱シャルレ

神戸市中央区港島中町

七丁目７番１号
1,869,300 － 1,869,300 8.89

計 － 1,869,300 － 1,869,300 8.89

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）は、四半期財務諸表を作成していな

いため、前年同四半期に係る比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）および第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表

について、ひびき監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けております大阪監査法人は、平成26年７月１日付で新橋監査法人およびペガ

サス監査法人と合併し、名称をひびき監査法人に変更しております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金およびキャッシュ・フローその他の項目から見て当企業集団の財政

状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして

四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準および利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　0.4％

売上高基準　　　　0.2％

利益基準　　　　　0.0％

利益剰余金基準　　0.3％

　上記の割合は、会社間項目の調整後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,096 9,162

売掛金 150 107

有価証券 2,661 2,661

商品 3,698 3,808

貯蔵品 26 35

繰延税金資産 411 411

その他 525 939

貸倒引当金 △47 △59

流動資産合計 16,520 17,066

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,254 1,272

土地 907 907

その他（純額） 415 352

有形固定資産合計 2,577 2,532

無形固定資産   

ソフトウエア 832 862

その他 18 19

無形固定資産合計 851 881

投資その他の資産   

投資有価証券 2,551 1,561

前払年金費用 673 606

繰延税金資産 379 379

その他 542 592

貸倒引当金 △23 △6

投資その他の資産合計 4,123 3,132

固定資産合計 7,552 6,547

資産合計 24,073 23,614
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 885 1,228

未払金 1,583 988

未払法人税等 215 48

賞与引当金 306 225

その他 360 378

流動負債合計 3,351 2,869

固定負債   

売上割戻引当金 213 212

退職給付引当金 417 413

その他 231 204

固定負債合計 862 831

負債合計 4,214 3,700

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,600 3,600

資本剰余金 4,897 4,897

利益剰余金 12,726 12,752

自己株式 △1,295 △1,295

株主資本合計 19,929 19,955

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △69 △41

評価・換算差額等合計 △69 △41

純資産合計 19,859 19,913

負債純資産合計 24,073 23,614
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

 （単位：百万円）

 
当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 8,512

売上原価 4,342

売上総利益 4,169

販売費及び一般管理費 ※ 3,744

営業利益 424

営業外収益  

受取利息 2

有価証券利息 37

受取配当金 0

雑収入 8

営業外収益合計 49

営業外費用  

支払利息 1

雑損失 0

営業外費用合計 2

経常利益 471

特別利益  

投資有価証券売却益 6

特別利益合計 6

特別損失  

固定資産除却損 0

業務委託契約解約損 13

特別損失合計 13

税引前四半期純利益 464

法人税、住民税及び事業税 32

法人税等合計 32

四半期純利益 432
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：百万円）

 
当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 464

減価償却費及びその他の償却費 219

受取利息及び受取配当金 △40

固定資産除却損 0

売上債権の増減額（△は増加） 42

たな卸資産の増減額（△は増加） △119

前払年金費用の増減額（△は増加） △20

仕入債務の増減額（△は減少） 342

未払金の増減額（△は減少） △611

未払消費税等の増減額（△は減少） △61

前受金の増減額（△は減少） 92

退職給付引当金の増減額（△は減少） △34

その他 △17

小計 256

利息及び配当金の受取額 40

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △174

その他 △1

営業活動によるキャッシュ・フロー 120

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） 200

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による

収入
523

有形固定資産の取得による支出 △70

無形固定資産の取得による支出 △123

その他 △61

投資活動によるキャッシュ・フロー 469

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △287

リース債務の返済による支出 △35

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △323

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 266

現金及び現金同等物の期首残高 3,257

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,524
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　 （退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）および「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、割引率

の決定方法を、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間および

支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

　この結果、当第２四半期累計期間の期首の退職給付引当金が30百万円増加、前払年金費用が87百万円減少し、

利益剰余金が118百万円減少しております。また、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益および税引前四半

期純利益はそれぞれ0百万円減少しております。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

給与及び手当 936百万円

販売促進費 702

賞与引当金繰入額 225

退職給付費用 44

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
当第２四半期累計期間

（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 9,162百万円

有価証券勘定 2,661

預入期間が３か月を超える定期預金 △8,300

現金及び現金同等物 3,524

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年９月30日）

 (1）配当金支払額

 

（決議）

 

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 287 15  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

るもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

　当社は従来、国内レディースインナー等販売事業と海外レディースインナー等販売事業を報告セグメントと

しておりましたが、海外レディースインナー等販売事業から撤退し、連結子会社は清算手続き中であります。

　これにより、レディースインナー等販売事業の単一セグメントとなったため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
当第２四半期累計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 22.54円

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（百万円） 432

普通株主に帰属しない金額（百万円） -

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 432

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,165

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 　該当事項はありません。

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成26年11月５日

株式会社シャルレ  

　　取締役会　御中  

 

 ひ び き 監 査 法 人  

 

 
 代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 洲　 﨑　 篤　 史　 印

 

 
 代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 木　 下　 隆  志 　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シャル

レの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第40期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シャルレの平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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